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〆 本轍 ノ要旨ハ第1凋 聯合磁 物學會一於磯 智 リ)

`目

〆第一 章 緒 言

第二 章 實験 材料及實験 方法 ・ ぷ

第 三章 實験成 績

第一節Petragnani培 地 内水分 ノ量的關係 二

關ス ル實験成績

第二節Petragnani培 地 内各成分 ノ分析的實

験成績 〆

第三節PetragmaRi培 地 ノ加熱温 度並 二 時間

.的 關係差 二關ス ル實験成績

第四節 余 ノ考案 セルー新培地 ヲ以 テセル實験

成績

第五節 無蛋 白培地二生鶴 卵 ヲ添加セ シメテ ノ

實験成績

第一項 卵白 ヲ以テ 事ル成績

第二項 卵 黄 ヲ以テセル成績

第六節.無 蛋 白培地 二鶏卵 ヲ添 加 シ加熱温 度誼

ユ時 間的閣係 差二就 テ ノ實験 成績

第一項 卵 白 ヲ以 テ セル成績

第二項 卵 黄ヲ以テ セル成 績

第七節 新鮮鶏 卵 ノ鏑 白中蛋 白質即 チAlbumin

次

及Glebulinヲ 以 テ セル實 験 成績

第 一項 鶏 卵 中 ノ蛋 白 質 分摺 二 就 テ

ーEuglobUlinノ 聴析 法`

二Pseudogl◎buliltノ 醗 析 法

三Albuminノ 盤 折 法

第二 項Euglob浦 馬P§eudoglobulin及

Albuminヲ 無 蛋 白培 地 二 添 加 セ シ

メ テ ノ實 験 成 績

一Eugl"bulin加 無 蛋 白培 地 二於 ケ ル實 験

成 績

二PSQudoglobulin加 無 蛋 白培 地 二於 ケ ル

實 験 成 績

三Albumin加 無 蛋 白培 地 二 於 ケル 實 験

成 績

第 入 節 生 卵 白ニ ヨ リ攣 異 セル 抗 酸 性 菌 ノ戯

性 ノ有 無 二 關 ス ル實 験 成 績

第 四 章 総 括蚊 二 考按

第 五 童 結 論

文、 鰍
'

、 第璋 緒 ≒

1882年R.Koch二 依 リ結 核 菌 ノ獲 見 ガ襲 表 セ

ラレ・結核菌 ノ正常型ハ桿状 ヲ呈 セル不辱 ノ抗

酸 性 桿 菌 ナ ル コ トノ・Kochガ 結 核 菌獲 見 ノ嘗初

二於 テ先 ヅ提 唱 セ ル トコ ロナ ル ガ、 其後 幾 多諸

學者 ノ砺究二依 リ、薗髄 ノ形態 ガ往 々ニシテ突

」 然二或ハ人工的二種々ナル影響二依ツテ鍵化セ

ラル ・コ トガ認 メラレ、抗酸性菌ハ形態的二於

テ定型的ナル桿菌 ノ他 二極 メテ多形態性 ヲ示 シ
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即 チ棍 欄 伏、 穎粒 状、 球 菌 歌 、 墜 球 菌 檬 、 短 連

鎮 状、 織 肥 、 長 短 、 無 穎 粒 歌 等 千 差 萬 別 ノ形 態

的 異形 ヲ示 シ.而 シ テ培 養 基 ヨ リ得 タル 染 色 標

本 二於 テ認 ン ラル ・抗 酸性 菌 ノ形 態 ハ之 等 凡 ベ

テ ヲ含 ム モ ノ ナ ル コ トハ既 二知 ラル ・所 ナ リ.

余 ハPetragnani培 地 二抗 酸 性菌 ヲ培 養 スル ニ

當 リ、Petragnani培 地 ノ加 熱 温 度拉 二其 時 間

的 關 係 差=ヨ リ、 抗 酸 性 菌 ノ球1伏二異 愛 スル ヲ

第二章
ミ

本 實 験 二 使 用 セ シ菌 株 ハGlyzerin-Agar及

Petragnani培 地 二培 養 セ シ雷 教 室 保 存 ノ抗 酸

牲 菌 ニ シテ、 帥 チ

結 核 菌

人 型 菌 川 村 、 田 中 、 山 田、養 丸 。

牛 型 菊No.105.No.2'

鳥 型 菊2HT。

蛙 型 菌 馬M-1

非 病 原 性 抗 酸 性 繭

人 癩 系 木 村il,閥 口

鼠 癩 系No.549.V鑑,内 田D.

自然 界 三 土 、No.52.牛 便No、L口 腔

等 ナ リ。

培 養 基 ハPetragnani培 地 、 余 ノ考 案 セ ルー 新

培 地 及Saut◎n,Loekemann並 二Longノ 各

無 蛋 白培 地 ヲ用 ヒテ、 上 記 ノ抗 酸 性 菌 ヲ培 養 シ

叉 新 鮮 鶏 卵 ヨ リ盤 析 ニ ヨ リ透 析 シ、 取 リ出 シタ

ル{Albumin及Pseudo拉 二Euglobulinヲ 以

テ種 々 ナル 方 法 ニ ヨ リ 寳 駿 ヲ行 ヘ リ。(本 實 験

二使 用 セル藥 昂 ハ殆 ン ド凡 ベ テMerck製 品 ヲ

用 ピタ リ)。

實 験 方 法 二就 テノ・各實 鹸 成績 ノ項 二於 テ記 セ ン

トス。 然 レ ドモ菌 ノ形 態 的 検 査 ハ之 レガ各 培 養

基 二培 養 セ シ後 、 毎 日叉 ハ隔 日 二検 セル コ謙 モ

ア リタ ル ガ、 原 則 トシテ ハ培 養 後5日 目、10日

目、15日 目及30日 目 ノ4回 二Ziehl-Neelsen

氏 染 色 法 及Gram氏 染 色 法 ヲ以 テ鏡 検 セ リ。

屡 ㌃認 〃 ル ヲ 以 テ、Petragnmi培 地 ノ如 何

ナル 因 子 ガ抗 酸 性菌 ノ球 状攣 異 ヲ誘 褒 スル ヤ ヲ

分 析 的 二追 究 シ、 鶏 卵 中 ノ生 蛋 白殊 二卵 白 ガ其

ノ主 因 ヲ爲 ス ヲ確 メ、 之 等 主 因 ニ ツ キ更 二研 究

ヲ重 ネ、 卵 白 中 二 含 有 セ ラル ・Albumin及

qlobulin(Euglobulin及Pseudoglobulin>ナ ル.

コ トヲ認 メ得 タル ヲ以 汽 其成 績 ヲ蝕 二報 告 セ

ン ト 玖 ゆ

實験材料及實験方法

菌 ノ大 キサ ニ就 テ へ 球 菌 様 及穎 粒 状 ノモ ノニ

ツ キZeiss/Mikrometerヲ 用 ヒテ 計 測 ヲ行

ヘ リ。

又 以 下 播 入 セ ル表 中各 培 養 基 二於 ケル褒 育 程 度

ヲ次 ノ如 ク示 セ リ.

帥 チ、 繭 菌 ノ死 滅 或 ハ未 登 育 ノ モ ノ

± 菌 ガ嚢 育 セル 至、 不 良 ナ ル モ ノ'

十 菌 ノ獲 育 普 通 ナル モ プ

升 菌 ノ獲 育 良 好 ナ ル モ ノ

錨 叢鵡欝 纂 雛 廻 程度.
次 ノ如ク示 セリ.

一 繭形態無攣化 ノモノ'

圭 定型的桿菌 ノ他二多形態性 ノ菌 ヲ極 メテ

少籔含 ムモノ

± 定型的桿菌 ノ他二多形態性 ノ菌ヲ輕度二

含ムモノ

十 ± ヨリ憂化多キモノ

昔 殆 ント球 状 穎繊 犬ノモノ

辮 全部球状 穎糊 犬ノモノ

表中抗酸性ニツイテハ

ー 非抗酸 性
◎

士 弱抗酸性

+± 抗酸性 ト非抗酸姓 トガ爾存スルモノ

+抗 酸性

ヲ以 テ示 セリ。

ノ
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第三章 實 験 威 績

第 一節Petragnani培 地 内水分 ノ量的 關係 二關 スノv實瞼 成績Pl,

余!・先 ヅPetragnani培 地 内 ノ水 分 ノ量 的 關 係t
ゑ

ニ ツ ギ抗 酸性 菌 ノ球 状 攣 異 二如 何 ナ ル影 響 ヲ有

スル ヤ ヲ次 ノ如 ク實 験 セ リ'。即 チPetragnani

培 地 成 分 二、 ソ ノ ソ19,ソメ,ヲ2及 等 量 ノ蒸 溜 水

ヲ加 ヘ テ、 所 定 ノ如 ク血 清凝 固器 内 二斜 面 二納

メ滅 菌 セ リ。

第1

其 ノ成 績 ハ第1表 ノ如 クニ シテi帥 チ各 種 抗 酸

性 菌 ノ・染 色 標 本 二於 テPetragnani培 地 」於 ケ

ル形 態 ト殆 ン ド憂 化 ナ ク抗 酸 性 弄 富 ミ、Gram

陽惟 い 嚢 育 良 好 且R型 ヲ示 セ リ。 即 チ水分 ノ量

的 ニ ハ抗 酸 性菌 ノ球 状攣 異 ハ影 響 ナ キ モ ノ ・如

シo

表

{

鴨培

、 地

蜘…_

Petrag・ ・am

一 一_一 一_一 一 一一

一i圭i±1
_一_昌 一 ← 』

菌 形 攣 化1染 色}獲 育
4

+1什1柵 抗醐G剛 囎RS型

{±

『 一一

1
M　 一与皿 畠 一{一

十 へ 十1帯
{

一}

R

P十VloW 1圭 十 十
{榊 Ri-

Rl

Rii
-』IP

Rl

P十V5W
…

_↓_一}主
婁

　

一 き
十 十 柵

P十1/2W。 L圭 ム
…

,18
十 十 1帯

P十Wasser 1± 1 十 十 柵

第二節

Petragnani培 地 ノ鍼 分豊臥 氣 鵜 狐 新

鮮 牛 乳、 可溶 性 澱 粉 、Pepton,Glyzerin,4%

MalachitgrUn等 ニ ヅ キ 分 析 的 二第2表 ノ如 ク

實 験 セル ニ、

嚢 育 ハGlyzerinノ 訣 乏 二於 テ不 良 、 又 鶏 卵 ノ

不 足 二於 テ モ不 良 ナル モ、 爾 者 同時 ノ鋏 乏 最 モ

不 良 ナ リ。 逆 二 鶏 卵 及Glyzerinノ 存 在 ハ襲 育

ギ

Pelragnani培 地 内各成分 ノ分析 的實 験成 績、

第

こヲ良 好 ナ ラ シム。

染 色標 本 二於 テハ何 レ ノ場 合 ニ モ抗 酸 性 ヲ有 シ

Gram陽 性 ナ リ。穎 粒 歌 、 球 歌 ノ形 態 的攣 化 ハ

鶏 卵 ノ存 在 及Glyzerin～ 存 在 ナ キ場 合 二於 テ

輕 度 ノ璽 化 ヲ來 タ セ リ。 爾 牛乳 、.可溶 性 澱 粉 、
＼

Peptqn等 ハ大 ナル影 響 ヲ有 セ ズ。

ソノ成 績 第2表 ノ如 シ。

2表

全

Petragnani培 地 成 分

卵 、

卵i黄
一1十

ゴ=扁

一Lニ
リ
_i_
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+i-
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十1一

「
グ
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セ

2

繍
ペ

プ
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ご

澱
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牛
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十
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一十
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王
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+

%
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マ
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十

}十
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=
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一
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至
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一
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_一 一 抗 グ 湊

柵膣:lgl

R十十
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:

什十十

R
至

ト
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±
土
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…

ギ
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R
至

R
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惜

「
に
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一+
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R
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一
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一
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._十

iコ
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…
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十

一 一 「 画 …
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十}十1⊥ 十 訓=凹i生 、 1坐 も

十 冊 R

之 レー卿 テ鶏♂ 舵 及Glyzerinノ 鋏乏 ガ トヲ脚 認 メ得 列 。や
抗酸性菌 ノ球状攣異← 輕度 ノ影讐 ヲ有 スベキコ1.、

欝

　

第 三 節Petragnani培 地 ノ加 熟淵度 拉 二時 閲的關係 差 ニツiテ ノ實 験成 績
、

Petragnani培 地 ノ 加 熱 温 度拉 二 時 間 的 關係 差

ガ抗 酸 性 菌 ノ球 状 攣 異 二如 何 ナ ル程 度 ノ攣 化 ヲ

來 タ セ ル カ ヲ検 セル へ 培 地 ノ加 熱温 度60、70、

80、90及100度 ノ各温 度 二於 テ、1時 間1同 、

2同 、3同 及2時 間1同 、2同 、3同 ト加 熱 セ

ル モ ノニ定型 的抗 酸 性 菌 ヲ培 養 シ、 ソ ノ状 態 ヲ.
幽

見 ル ニ、 登 育 二 於 テ ハ80度 以 上1時 間2同 以

上 加enktrル モ ノ獲 育 極 メ テ良好 ニ シ テ、80度1

時 間 及80度 以 下 ノ各 培 地 二 於 テ ハ 登 育普 通 叉

ハ稽匡 不 良 、特 二60度 二於 テ1時 間1回 乃 至2

回 加 熱 セ ル モ ノニ テハ木 良』ナ リキ。
繊s

、 第3

染 色 上 ニテ ハ何 レモ抗 酸 性 ニ ハ憂 化 ナ クGram

モ叉 陽 性 ナ リキ.～ 伊.

菌形態的攣化 二於 テハ60度1時 間、2同 、3

同・2時 間1同 ノ場合ハ球興及穎粒状二攣化セ

ル モ ノ・輕 度 ナ ガラ モ ア リタ リe70度 二於 テハ1

時 間、2時 聞、1同 、2同 、3同 ノ場 合 ユ定 型

的 ナル桿 菌 ノ他 二多形 態 性 ノ菌 形 ヲ認 メ タ リ。

其 ノ成 績 第3表 ノ如 シ。

之vニ ヨ リPetragnani培 地 二於 テ低 温 且 短 時

間 二熱 ヲ加 ヘ タ ル モ ノニ球 状 乃 至 籟 粒 妖 二攣 化

セ ル モ ノ多 キ ヲ認 メ得 タ リ。'

表

温 瞬 麟 間

度 「日!日

ソ 菌 形 攣 化 染 色
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第 四 節

コ ・二於 テ余 ハ 次 ノ如 キ新 培 地 ヲ作 リ以 テ實 験

ヲ行 ヘ リ.ノ ・

即 チPetragnan{培 地 ヨ リ鶏 卵 成分 ヲ除 ケ ル他

ノ成 分 ヲ滅 菌 シオ キ、 コ レニ凝i固 ノ目的 ヲ以 テ

寒 天 ヲ8乃 至10%二 加 ヘ タル モ7.二 、卵 白、卵

瓢新難児1蝉繁 犠 紫躯
く之 レ以 後 ノ實 験 二於 テ60度 以 下 ニ テ可 ナ ル コ

トヲ認 メ タ リ渇 手 早 ク充 分 二混 和 シ・斜 面 トセ

ル培 地 ヲ作 リ、 第4表 ノ如 ク各 成 分 ヲ分 析 的 二

検 討 セル ニ嚢 育 二於 テハ卵 白、卵 黄 及Glyzerin

ノ訣 乏 二於 テ不 良 ナル コ トハ前 實 験 二於 ケル ト

大 膿 同様 ナル モ、 聚 落 ノRS型 二瀾 シテハ本

來R型 ナ ル モ ノガ卵 白成 分 ヲ含 有 セル モ ノニ於

余 ノ考案 セノγ一新培 地 ヲ以 ナセノレ實験 成績
ア

テハ純 然 タルS型 孤 ハ ナ ラザ ル モsmoothニ

ナル傾 向 ヲ多 分 二有 セ リ.・

染 色上 二於 テハ抗 酸 性 ノ減 退 ヲ示 ス モ、 非 抗 酸

性 ニ ハ ナ リ得 ズ。

コ ノ抗 酸性 ノ減 退 ト聚 落 ノ
、RS型 ト ノ關係 ハ

大 罷 抗 酸 性 ノ減 退 セル 場 合 二 聚 落 モR型 ヨ リ

smoothニ ナ ル傾 向 ヲ有 ス。

Gram染 色 上 二於 テハ攣 化 ナ ク、 陽性 ナ ン キ。

菌 形態 的 攣 化 二 就 テハ 第4表 ノ如 クGlyzerin

及卵 黄 二大 ナ ル影 響 ヲ有 セ ズ シテ、 寧 ロ成 分 中
ノ

ノ卵 白 ガ大 ナ ル影 響 ヲ有 シ、。殆 ン ド球 状 ノモ ノ

カ、 叉 ハ ソ ノ全 部 ガ 球 歌 乃 至顯 粒 状 二 攣 化 セ

リ。 又之 等 球 歌 、 穎 粒状 二憂 化 セ ル モ ノニ就 ギ
セ

費 育 バー 般 二良 好 ナ ラ ズ シテ不 良 ナ リ。



【第22巻

盛

ひ

曾根原=鶏 卵 含有培地 内二於 テ航 酸性菌 ヲ墾 異セ シムル因子二蘭ス〃研 究

 

馳

培 地 成 分 中 ノ卵 白、 帥 チ熱 ノ加 ハ ザ ル生 卵 白 ガ

大 ナ ル影 響 ヲ有 シ、 意 義 アル コ トヲ知 レ リ。 価

テ次 ノ實 験 ヲ施 行 セ リ。

表
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叉 抗 酸 性 ノ滅 退 ヲ モ見 ラ1!。 聚 落 モsmoothニ

ナ ル傾 向 三有 ル ヲ認 メ タ リ。

之 レニ ヨ リ、 コ ノ新 培 地 二於 テハGlyzerinノ
く

存在及卵黄 ノ存在ニハ大ナル影響 ヲ有 セズシテ

第
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第五節 無蛋自培地 二生鶏卵 ヲ加 ヘ テ行 ヘノγ實瞼成績
e

余 ハ 次 ノ如 クSauton,Lockemann及Long

ノ各 無 蛋 白培 地 二鶏 卵 ヨ リ無 菌 的 二囁 取 セル生

卵 白及 生 卵 黄 ヲ加 へ以 テ賓験 ヲ行 ピタ リ。

ソ ノ混 合 ノ比 ハ無 蛋 白培 地3二 繋 シ生 卵 白 及生 、

卵 黄1ノ 割 合 ナ リ.

コ ・二於 テ生 卵 白及 卵 黄 ヲ添 加 セ シモ ノ又 之 レ

ニ80度30分 及1時 間 加 熱 セル モ ノニ ヅキ實 駿

セ ル ニ 、

第 一 項 卵 白 ヲ以 テセ ル成 績 ノ

第5表 ノ如 クSau七 〇n,Lockemann及Longノ

各 培 地 共 二同 様 ナ ル成 績 ヲ得 タ リ。 帥 チ畿 育 二

於 テ ハ、 無 熱 及80度30分 ノ モ ノニ於 テ不 良 、

80度 塒 間 ノ モ ノ蝕 子ニ シ テ、染 色 二於 テノ・、

何vモGram陽 性 ニ シテ 愛 化 ナ ク、 抗 酸性 二

就 テノ・無熱 ノモ ノ稽 賊 退 セ ル モ ノヲ含 メ リ。

然 シ80度 ノモ ノニ ハ 抗 酸 性 ノ 攣 化 ヲ見 ズ。菌

形 ハ無 熱 ノモ ノハ殆 ン ド全 ク球 状 又 ハ穎 粒状 二
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ナ ル モ、80度30分 、1時 間 ノ モ ノ ニ 於 テ ノ、定

型的桿菌 ノ他 二極 メテ夢藪 ノ多形熊性 ノ菌 ヲ有

スル ノミナ リ。

第二項 卵黄ヲ以テセル成績

又生卵黄 ヲ添加 セル培地二於テハ、大髄嚢育、

染 色 等 卵 白 ノ場 合 ト近 似 ナ レ ドモ、 菌 形 二於 テ

ノ・ソ ノ鍵 化 極 メテ輕 度 ナ リ。EPチ 第6表 二於 ケ

ル如 ク、 無 熱 ノ場 合 ハ稽 ζ相 當 ノ礎 化 ヲ奈 タ セ

ル モs80度30分 、1時 間 ニ テ ハ、 多 形 態 性 ノ

攣 化 ハ輕 度 ナ リ。

第六節 無蛋 自培地二生鶏卵成分 ヲ加 へ加熱淵度蛇 二時間的

關係差 二就 テノ實験成績

第 一 項 卵 白 ヲ以 テ セ ル成 績

第 五 節 二於 テ作 リタル生 卵 白加 無 蛋 白培 地 ヲ、

無 熱60、70、80、90及100度 ノ 各 温 度 二 於 テ

1時 間 宛熱 ヲ加 ヘ タル モ ノヲ以 テ實 瞼 セル ニ、

Sauton,Lockemann及Longノ 各 培 地 二於 ケ

ル成 績 ハ第5表 ノ如 ク、 即 チs嚢 育 二於 テ ハ、

無 熱 及60度 ノモ ノ 不 良 ニ シテ、70度 稽 く良 、

80度 以 上 ノモ ノ良 好 ナ リ。 染 色 ニ テハ、無 熱 及

60度 ハ 抗 酸 性 ノ滅 退 セ ル モ ノ ヲ含 有 シ、70度

二於 テ遙 カ ニ少 ク
、80度 以 上 二於 テハ 非 抗 酸 性

ノモ ノナ シ。Gramハ 何 レモ陽性 昌 シテ璽 化 ヲ

認 メズ。 菌 形 二於 テ ハ、無熱 及60度 ノモ ノ高 度

ナ ル球 状 及 顯 粒 状 ノ鍵 化 ヲ呈 セル モ、70度 ノモ

ノニハ攣 化輕 度、80度 以 上 ニ テ ハ定 型 的 桿 菌 ノ

他 二極 メ テ少 敷 ノ多 形 態 姓 ノ菌 ヲ有 セ リ。

第 二 項 卵 黄 ヲ以 テ セル 成 績

卵 白 同様 二卵 黄 二於 テ實 験 セ ル ニ、 輕 度 ノ攣 化

ヲ認 メ タル モ、 卵 白 ノ如 キ高度 ナ ル攣 化 ノ、ナ カ

リキ。 帥 チ第6表 ノ如 シ。

第 七節 新 鮮鶏卵 中 ノ生卵 自特 ゴGlobulin及Albuminヲ 以 テセ〃實 験成 績

以 上 各 節 二於 ケル 實 験 二 基 キ、 無 熱 蚊 二70度

以 下 ノ卵 白 ガ大 ナ ル意 義 ヲ有 ス ル事 實 ム依 リ,

生 卵 白 中 ノ 蛋 白質 即 チGlobuliB及Albulin

ヲ 麹 析 ニ ヨ 疹分 屑 探 取 セ シEtiglobulin,

Pseudoglobuiin及Albuminヲ 以 テ 實 験 ヲ行

ヘ リe

第 一 項 鶏 卵 中 ノ蛋 白 質 分屑 二就 テ,

本 實 験 二使 用 セル鶏 卵 ハ 出來 ル隈 リ新 鮮 ナ ル モ

ノ ヲ選 ビ、 りでノ如 ク庭 理 セ リ。

成 書 ニ ヨ レバ、 卵 白 中 ノ 蛋 白質 ハ10乃 至13%

ヲ 占 メ、 ソ ノi種別 ハAlbumin、Globulin(Eu-

globulin,Pseudoglobulin),Mukoid其 他 ニ シ

テ、Ovomukoidノ 量 ハ 蛋 白質成 分 ノL5乃 至

1.2%二 過 ギ スe

卵 黄 中 ノ蛋 白質 ハ15、6乃 至1㌻ 亀%ニ シテ、 ソ

ノ圭 成 分 ハOvovittelinナ リ。

本 實 瞼 二於 テハ 鶏 卵 ヨ リOvoalbumin,Ovo-

910bulin(Pseudoglobulin及Eug1◎bulin)ヲ 化
魯學 的 二分 離 シテ供 用 セ リ

.

Ovovittelinハ 所 定 ノ如 ク塵 理 セル モ、Vittelin

溶 液 申 ニハ 爾Lezithin及 脂 肪 等 ヲ 有 スル ニ ョ

リ、 成 書 二示 ス ガ如 ク、 其 等 ヲ可 及 的 二除 去 シ

テ精 製 セ ン ト試 ミタル モ、 精 製 特 ハ 容 易 二溶 解

性 ニ ナ ス能 ハ ザ リ シヲ以 テ本實 験 二之 レ ヲ用 ヒ
ぜ

ザ リキ。

卵 白 ヨ リ諸 蛋 白質 ヲ盛 析 スル ニ當 リテ ハ、 卵 白

ヲザガー ゼ」5枚 ニ テ 濾 過 シ、2%滅 菌 食 鯉 水 ニ

テ5倍 二稀 種 シ、 充 分 槻 搾 シ テ、 次 ノ如 ク夫 々

鯉 析 ヲ行 ヘ リ.即 チ

1Euglobulinノ 塵 析 法

先 ヅ1009ノ 卵 白 ヲ2%滅 菌 盆盤 水 ニ テ5倍 二

稀 澤 シ、 硫 酸 安 門 飽 和 溶 液(Merck製 ヲ牛 量

Al加 へ、 生ズ ル沈 澱 物(Euglobulin)ヲ 遠 心 沈澱

シ、 沈 澄 ヲ直 チ ニ適 量 ノ滅 菌 生 理 的 食 盤 水 ヲ加

ヘ テ溶 解 セ シメ
、 ドコロ ヂ ゥムj膜 嚢 中 二 入V、

流 水 中 ニ テ 婁姐 間 透 析 臥 嚢 中 ノ液 ガ 「ア ン モ

ニ ア」反鷹 及硫 酸 反 鷹 ヲ 呈 セザ ル ニ 至 ラ シ メ
、

同時 二蛋 白質 ノ現 色 反 鷹(Xanthoprotein反 鷹
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撫

壕

拉 二Biuret反 懸)ヲ 行 ヒ、 滅 菌 蒸溜 水 ニ テ20
も

ceト ナ シ、 雑 菌 試 験 ヲ行 ヒ之vヲEuglobulin

トセ リ。`

2Pseudoglobulinノ 盤 析 法

前 記 ノ如 ク シテ、Euglobulinヲ 作 リ、 硫 酸 安

門 ヲ加 ヘ タル後 沈 澱 物 ノ生 ゼ ル トキ ノ上 清 透 明

液 三1/3量 ノ 硫 酸 安 門 飽 和 溶 液 ヲ加 ヘ テ 牟 飽 和

二至 ラ シメ、 生 ズル沈 澱 物 ヲ逡 心 沈 澱 シ、 滅菌

生 理 的 食 盤 水 ヲ加 ヘ テ「コPヂ ウ ム」膜 嚢 中 二入

レ、 流 水 中 二 於 テ 数 日聞 透析 シ、 嚢 中 ノ 液 ガ'

Euglobulin同 様 諸 反 鷹 ヲ呈 セザ ル ニ至 ラ シ メ、

又 蛋 白反 鷹 ヲ 検 シテ、 滅 菌 蒸溜 水 ニ テ20ccト

ナ シ、 雑 菌 試 験 ヲ 行 ヒ之 レヲP8eu面910bulin

ト シテ使 用 セ リ.

3Albuminノ 盟 析 法
か タ

Albuminハ 前 記 ノ諸 操 作 二於 テ 生 ズ ル 上清 二

酷 酸 飽 和 硫 酸 安 門 液 ヲ加 ヘ テ溜 濁 ヲ生 ゼ シメ、

沈 澱物 ヲ集 メ、rコ ロ ヂ ウ ム」膜嚢 中 二 入 レテ

Globulin同 様 ノ塵 置 ヲ行 ヒ、各 反 慮 ヲ呈 セ ザ ル

ニ至 ラ シメvコ ノ嚢 中 ノ液 ヲ滅 菌 蒸 溜 水 ニ テ20

ceト ナ シ後 雑 菌 試 験 ヲ 行 ヒ テ之 レヲ,Albumin

トナ セ リ。 燭
、

第 二 項 ム1bumin,Eugloburin及
サ

Psetiaoglobulinヲ 無 蛋 白増 地 二

'第7

添 加 セ シ メテ ノ費 験 成 績

Saut・n・L・ckemann21kL・ngノ 各 無 蛋 白培4

二」以上 ノ如 クi透析 セルAlbumin,Euglobuiin

及Pseudoglobulin液 ヲ3i封2ノ 割 合 二混 入 シ

各 培 地 ヲ 無 熱(雑 菌試 験 ヲ行 フ)地 二60、70、 ・

80、90及100度 二於 テ1時 間 宛 加熱 シ、 之 二定

型 的 抗 酸 性 菌 ヲ培 養 シ検 セル ニ、Sauton,Lo-

ekemann及Longノ 各培 地 二於 ヶル成 績 ハ殆

ン ド同程 度 ナル ヲ以 テー 括 シテ記 セ ン トス。 即

チ、

1Euglobulin .加無 蛋 白培 地 二

於 ケル成 績
ぼ

爽 育 三於 テハ 、無 熱 不 良 ニ シテ、60度1時 間 プ

モ ノ稽 く不 良 ナvド モ、70度 以 上 ノ モ ノニ於 牙

ハ極 メ テ良 好 ニ シ テR型 ヲ示 セ リ。

染 色 二於 テハ 、何 レモ抗 酸 姓 ヲ示 セル モ、 無 熱

及60度 ノモ ノニテ ハ 抗 酸 性 ノ 減退 セル モ ノア

リタ リ。Gramハ 何 レモ陽 性 ナ リキ。

菌 形 態 的 鍵 化 二 於 テハ 無 熱 及60度 ノモ ノ全 ク

球 状 乃 至穎 粒 状 二璽 化 セ リ。70度 ノモ ノ ニ テハ

定 型 的桿 菌 ノ他 二輕 度 ノ球 状 叉 ハ最 小短 桿 菌 ア

リタ リ。80度 以 上 ノモ ノニ テハ定 型 的 桿 菌 ノ他

二 少 数 ナ ガ ラ 多形 態 性 ノモ ノ ヲ認 メ リ(第7表
毒

参 照)、

表,ぴ一
菌 形 憂E血globulin

〆加 培 地

螢 育化

度 間轡 一 樗 ± /_惜 鄭 書'、s

Sa犠ton

Lockelnann

Long

噺

0
-

60

1柵 ± 十 十 ±R一
1

±
_==_

±
}

柵・ ± 十 十 十R

701 生 ぜ ±}1 ± 十 十 柵R

801 土 .生1}++ 惜
}一{脇 一 一 一嶋

惜

R

lR
一日 一一 一一

}R

904 生 ±1-i
卜;

{+}+
/1…1

、

生 、 一 圭」_1+1-+惜
犠

2Pseudoglobulin加 無 蛋 白培 地 二

於 ケル成 績 葬

Pseudqglobulinヲ 添 加 セル モ ノニ テハ、 獲 育

及 染 色共 二 大 盟Euglobulinl・ 同檬 ナ レ ドモ、

菌 形 態 的 攣 化 ノ程 度 二於 テハ 不 良 ニ シテ、 帥 チ

無 熱 及60度 ノ筆 ノ ニ テハ定 型 的桿 菌 ガ殆 ジ ド球

状 ノモ ノ ト ナ リ得 ル モ、全 部 球 歌 トノ、ナ リ得 ザ

聴70度 ノモノーテ哺 々憂化轍 ナリ18・

度以上 ノモノニテハ定型的桿菌 ノ他二少撒 ノ多
　 き

形 態 性 ノモ ノ ヲ含 ム ノ ミナ ゾ(第8表 参 照)。
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第8表 ＼

亀

Pseudoglob

加 培 地

Sauton
Lockemann
Long

育曇ー藍色

毒

匁

染…ー

S猛

型

R

R

R

R

R

R

螢

育ー…詐

±

帯

榊

柵

柵

柵

グ

ラ

ム

十

十

十

十

十

十

ー勘抗

酸

性

:亀

,

±十

±十

±十

十

十

十

化、塑形
∬

菌

帯ー
什

射

赫
燭

を

十ー…
}±

ー
±一

f

一

K

!
`

…i

±
5

睡

↑

凄
蕊算羅

ζ

隼

÷

ー
±一ξ…

±一
無

+=1

+躍

…

……

11

生F
士剥棚1

麟

間

温

度

O

60

70

80

倒

之 二依 ツ テEuglobulin及Pseudoglobulinノ

抗 酸 性 菌 々形 態 璽 化 二 及 ボ ス 影 響iハEuglo-

bulinガ 遙 カニ 大 ナル コ トヲ 認 メ タ リ(第7.

第8表 参 照)。'
9

3Albumin加 無 蛋 白培 地 二於 ケ、ル成績

Albuminヲ 添 加 セ ル培 地 二 於 ケ ル 獲 育 及染 色

等 ノ、Euglobulin及Pseudo910bulbト 大磯 同

程 度 ナ レ ドモ、 菌 形 態 上 ノ璽 化 ハ 無 熱 濠60度
ザ ノ

'第9

ケ ダ

ノ モ ノニ於 テ高 度 ナ ル球 状 乃 至 穎 粒 状 ヲ添 シ、

70度 ニ テ ハ 定 型 的桿菌 ノモ ノ ノ 中 二 鍵 化 輕 度

ナ ル 球 歌 及 最 小 短 桿 菌 ヲ 認 メ、 又80度 以 上 ノ

'モノニ於 テハ 定 型 的 桿 菌 ノ他 二極 メテ輕 度 ノ多

形 態 性 ノ菌 ヲ認 メ得 タ リ・1

無 熱 及60度 二 於 ケ ル 菌 鍵 化 ノ程 度 ハEuglo-

bulinト 殆 ン ド同程 度 ナ リ ト認 メ リ(第9、 第7

表 参 照).。 ・

衷

Alb嫡mi撤

加 培 地

一}{一 ㎜

Sa糟ton

Lockemam

Long

ぐ

温

度

10

時ll

,菌 形 憂 化1

染 色 登 育

抗
酸
性

グ

z
漫

育

R.S

型

一 一葡陣}

問K
』{㎜

}◎

一

剥 士 十 州 柵
_}▼ 仰_晴 騨___

± 酵 訓

密

柵 十 ±
ザ

十 ± {墨_
lR60 1

,生
3

摩

柵 十 ± 十

‡i70 1 生 ㎝鼻… 一

生

±
・十 ±

十

十 R

80
一 ㎝

90

1 ± 十 十

十

、十

R

1 ± 1主
蓼 十 十

一

'R

100 1 生 }± 一 十 十 lT
之 等 ニ ヨ リ、 生 卵 白 中 ノEuglebulin及Alb-2者 ノ如 ク高 度 ナル璽 化 ハ起 サ ・"ルト云 ヘ ドぞ

uminハ 抗 酸 性 菌 二封 シテ高 度 ナ ル 球 状 乃 至 穎 中等 度以 上 ノ攣 化 ヲ起 サ シメ得 ル モ ノ ト思 考 セ

粒 鞭 化 ヲ起 サ シメ、 処Pseu"・91・bulin7・ 前 リ.

へ す

ボ 第八節 生卵自 ニヨ リ痩異 セノン抗酸性菌 ノ還元牲 ノ有無 二關 スノン實験成績

争

生卵白中ノ蛋白質郎ヂAlbumin及Globulin

二依 リ、抗酸性菌ガ定型的桿菌 ヨリ球状乃至穎

粒状二璽異セルコトハ以上 ノ實験 ニヨリ知 リ得

藁雰病雛灘 勤難 認誉ぷ

ヤ ニ就 キ検 討 セ ン ト試 ㍉ 次 ノ如 ク セ リ撃 即 チ

球}伏乃至 穎 粒1伏 ニナ リタル モ ノヲPetragrfani,

無 蛋 白及Glyzerin-agarノ 各 培 地 二 夫 々移 植

セル ニ、 何 レノ培 地 ニ モ 直 チ ニ壷 育 旺 盛 トナル

モ へ 又 ハ2乃 至3代 培 養 セザvバ 褒 育 旺 盛 ニ

ナ ラザ ル モ ノ等 アル モ、 何 レノ揚 含 二於 テ モ、

噸 培 養 敷 代 後 ニ ハ螢 育 旺 盛 トナ リタ リ
。.
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爾形態的ニへ 移梼後獲育 シ・球状乃至願粒状

ヨリ護小短桿菌又ハ定型的抗酸姓桿菌二選元 セ

ルモノ及4乃 至5世 代培養 セルニ於テ初メテ定

型的抗酸性桿菌二選元 セルモノ、又抗酸姓二就

テモ、登育及形態的二於ケル還元姓 ト李行 シテ

弱及非抗酸性 ヨリ抗酸性 二還元 セルヲ認メタ

リ。斯 クテ分離培養 ヲ行 フ如 ク常二抗酸性桿菌

ノ嚢育 シ來 タルヲ認メダルヲ以テ、余 ノ實験 二

於 ケル生卵白二依 リ攣異セル抗酸性菌ハ還元培

養 ノ可能ナルヲ信 ゼントス.
書

第四章 総括麺二考按

余 ハ鶏 卵 含有 培 地 内 二於 テ如 何 ナル 因 子 ガ屡 ≧Glyzerin-agar及 無 葺 白培 地 二 夫 々移 植 セル ニe

結 核 菌 及所 謂 非病 原 性抗 酸 性菌 ヲ球 状 若 クハ穎 何 レモ抗 酸 性桿 菌 二還 元 セル ヲ認 メ タ リ。

粒 状 二憂 異 セ シム ル カ ニ就 キ實 験 観 察 シ、 興 味 球 状 乃 至 穎 粒 状 二璽 異 セル菌 ニ ツ キ、 ソ ノ嚢育

アル成 績 ヲ牧 メ得 タ リ。 ハ不 良 ニ シテ、培 養 後 第7乃 至 第8日 目頃 ヨ リ

帥 チ先 ヅPetragnani培 地 内水 分 ノ量 的 關 係 二 褒 育 シ、 邊 ル ・モ ノニ テハ 第15日 乃 至 第20日

ツキ検 討 セ シガ、 殆 ジ ド水 分 ハ影 響 ナ キ コ トヲ 目以 後 二於 テ 不 良 ナ ル 嚢 育 ヲナ ス モ ノ ア リ。

認 メ、 次 イ デPetragnani培 地 ノ各 成 分 ニ ツキ 概 ネ第10日 乃 至 第15旧 目 ノモ ノ最 モ多 シ。 聚

分 析 的 實 験 ヲ行 ヒ、鶏 卵 成 分 ノ存 在 ドGlyzerin落 二於 テ モ本 來R型 ナ ル モ ノが屡 くsmoothニ

ノ鋏 乏 等 二於 テ極 メ テ輕 度 ナ ガ ラ抗 酸 性菌 ノ多 デ ル 傾 向 ヲ有 シ、 染 色 二 於 テハGramハ 何v

形 態 性 ノ絡 ベ テ ノ種 類 ヲ見 出 セ リ。 ノ場 合 モ陽 性 ヲ示 セ ル ガ、 抗 酸姓 二就 テハ弱 乃

即 チ 後 者Glyzerinノ 鋏 乏 二 於 テハ 先 進 諸 學 至非 抗 酸 性 ノ球 状 乃 至霜 粒妖 ノモ ノ ヲー部 混 入

者 ガ 研 究嚢 表 セル ガ如 ク榮 養 不 充 分 ナ ル 培 地 セル ヲ見 タ リ。,

(Glyzerin,糖 等 ノ鋏 乏)二 於 テ非 又 ハ弱 抗 酸 性 球 状 二奨異 セ ル 菌 ノ 大 キ サ ニ 就 テハZeissノ

ニ 憂 異 セル コP・ 一致 セ ル トコ ロ ナ ル モ
、 卵Mikrometerヲ 使 用 シ テ計 測 セル ニ、 最 モ大 ナ

白、 卵 黄 ノ存 在 三關 シテハ 不 明 ナ ル ヲ以 テ緒 言 ル モ 〃 ・直径2.0μ.最 モ小 ナ ル ハ0.2μ.ニ シ テ

ニ於 クル ガ如 久 加 熱 温 度蛇 二時 間 的 蘭係 差 二 最 モ多 キハ
、0.4μ.乃 至0.6μ.ノ モ ノナ リ。 又

就 キ實 験 セル ニ、第3、 第4表 ノ如 キ結 果 ヲ得 、 穎 粒状 ノ モ ノニ於 テハ大 膿LOμ.乃 至0.2μ.又

帥 チ熱 二封 シテlabilナ 或 ル 因 子 ガ特 二卵 白 中 ハ ソ レ以 下 ノ微 小 穎 粒 オ モ認 メ タ リ♂

二存 在 セル モ ノナ ラ ン ト推 察 シ、 先 ヅ無 蛋 白培 今 培 養 墓 上 二於 テ詮 明 セ ラ レタ ル球 状 結 核 菌 二

地 ヲ用 ヒ、 コ レニ生 卵 白 ヲ添 加 シ、 熱 及 時 間 二 颪 關 スル文 獣 ヲ考 察 ス ル ニ、 ソ ノ敷枚 暴 ム逞 ア ラ

ツキ検 セル ニ無 熱 叉 ハ低 温 二於 テ高 度 ナ ル球 歌 ザ ル モ簡 輩 ニ ス レバ 大髄 次 ノ如 シ。

乃 至 穎 粒 状 二璽 異 セ ル ヲ認 メ得 タ リ。{乃テ熱 二 先 ヅ、1910年KumbarryガGlyzerin6.0、

封 シテ1abilナ ル卵 白 因 子 ガ ソ ノ圭 要 ナル成 分Aethylalkoho13.O、Aq.LO、 混 合 液 二馬 鈴 薯

ヲ ナ スベ キ ト考察 セル ヲ以 テ、 生 卵 白 中 ノ如 何 片 ヲ加 へ、 氷 室"24時 間 放 置 セル 後 同 液 ヲ 捨

ナ ル蛋 白 質 ガ原 因 ヲ ナ ス カ、 更 二追 究 シ、 盤 析1テ 之 レニ菌 ヲ培 養 シ、 第3代 目二球 状 ノ嚢 育 セ

ニ ヨ リ、 卵 白 中 ヨ リ、Globulin及Albuminヲ ル ヲ認 メ タ リ。Wherry(1913)》 ・Glyzerinヲ

取 リ出 シ實 験 セル ニ 第7、 第8及 第9表 二於 ケ 含有 セ ザル寒 天 培 地 二定型 的 結 核 菌 ヲ培 養 シ非

ル成 績 ヲ得 タ リ。{乃 テAlbumin及Globulin抗 酸 性 球 菌 ノ嚢 育 ヲ嚢 表 セ リ。又Dosta1(1916)

ガ ソ ノ主 因 ヲナ ス モ ノナ リ ト思 考 セ リ。'有 馬 、 青 山、 太縄(1920),Reenstierna(1926),

爾 生 卵 白 中 ノAlbumin及Globulin二 依 ツ テKirchner(1931)等 パ 「サボ ニ ンJ添 加培 養 基 二

球 状 、 穎 粒 歌 二襲 異 セ ル菌 ガ果 シテ定型 的抗 酸 於 テGranulaノ 装 育 ヲ認 メ、 税 所(1929)ハ 盤

性 桿 菌 二還 元 シ得 ル ヤ否 ヤ ニ就 キPetragnani,酸 ヲ以 テ、 村 田(1929)ハ 又結 核 菌 ノ多 形 態 姓 ヲ
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Kahn(1928,1929)バ 球 状 菌 ノ 登 育 ニ ツ イ テ、

Pahek(1930>,Valtis(1930)ハ 濾 過 型 ニ ツ イ テ 、
ぽ

Calmette(1932)ハVitamin加 卵 培 地 二 於 テ

Granulaヲ 謹 明 シ、Sehneider(1930)ノ ・Car・

diajo1,Carominヲ 用 ヒ、Kal16s(1931)ハ01iロ
サ

.ven61ヲ 用 ヒテ、Mφ11gaard(1931> ,Pla(1931♪

Alexander(1934)等 ノ實 験 又 、 長 谷 川(19351ノ ・

KonvaUamarinヲ 以 テ、 中川(1935}ハ 膿 汁 醒

加Glyzerin-Bouillonヲ 以 テ、 鴻 上(1936)ノ ・

「ア ル カ リJ卵 黄 蛋 白培 地 ヲ以 テ夫 耐 陰抗 酸 性球

歌 乃 至 穎 粒 状 ノ結 核 菌 ヲ得 タ リ。

カ ・ル時 余 ハ鶏 卵 中 ノ生 蛋 白質 即 チEuglobulin

及Albuminヲ 以 テ 高 度 ノ憂 異 又Pseu島91ひ

.bulinヲ 以 テEugl・bulin及Albuminニ ハ 劣

ル モ各 々球 歌 乃 至 穎 粒 妖 ノ菌 ヲ得 ル事 二成 功 セ

リ。
な

傍 テ殊 二鶏卵ハ結核培地二最 モ多 ク用 ヒラレ、

。之等培地 ノ加熱温度ハ最モ重要ニ シテ正確ヲ期

スルニアラザ レパ結核菌 ノ登育 ヲ障碍 セラルル

ノミナラズ、球 状憂化ヲ來 タシ諸種 ノ研究 チ不

正確ヲ將來 スルヲ以テ此 ノ黙充分ナル顧慮ヲ要

スe .

第五章 結 論

傘 ハ結 核 菌 及 所 謂 非 病 原 性 抗 酸 性 菌 ヲ使 用 シテ

之 等 菌 ガ鶏 卵 含 有 培 地 内 二於 テ球 歌 乃 至 穎 粒 歌

二攣 異 セル本 質 ヲ探 究 實 験 シ、 抗 酸 性 菌 プ璽異

セ シム ル主 要 ナ ル 因子 ハ生 卵 白 中 イ蛋 白質 郎 チ

熱 ノ加 ハ ザ ル カ若 クハ60度 乃 至70度 以 下 ノ熱

二i封シlabilナEuglobu}in ,Pseudoglobulin

及Albuminナ ル コ トヲ確 メ、鶏 卵 中 ノ生 蛋 白 及 。

之 レ ヨ リ塵 析 ニ ヨ リ取 リ出 シタ ルEnglobulin・

Pseudoglobulin及Albuminヲ 以 テ セル 培 地

二於 テ ノ抗 酸 性 菌 ノ登 育 、 染 色 及形 態 二就 イ テ

ノ、

(1)嚢 育 、 不 良 ニ シテ ー一般 二 培 養 後10日 乃至

15日 目二 肉眼 的 二 聚 落 ヲ 形 成 ス ル モ ノ最 モ多

シ。 聚 落 二於 テ ハ、 本 來R型 ナ ル モ ノ ザ屡 く

smoothニ ナ ル傾 向 ヲ有 ス。

《2)染 色、Gramハ 何 レ ノ場 合 二 於 テ モ陽性 ヲ

示 シ、 抗 酸 性 三就 テハ全 部非 抗 酸性 ニ ナ リタル

モ ノハ ア ラヂ ル モ、 弱 又 ハ非 抗 酸 性 ニ ナ リタル

モ ノヲー 部 含 有 セル ア リ。

、(3)形 態 、 全 ク ノ球 状 乃 至 穎 粒 歌 ニ シ乳 コ ノ

大 サ バZeiss/Mikrometerニ テ 計 測 セ ル ニ

球 状 ノ モ ノ ノ最 大 ハ2、0μ.最 小 ハ0・2μ.ニ シテ

最 モ 多 キ ハ0.4乃 至0,6μ.ノ モ ノナ リ。

又穎 粒 状 ノ モ ノニ於 テ ハ1.0乃 至0,2μ ナ リヰ。

爾 卵 黄 ヲ以 テ セ ル場合 二於 テ モ生 卵 白 ノ如 キ高

度 ナ ル愛 化 ハ ア ラザル モ輕 度 ノ球 状 乃 至 穎 粒 状
響 、

ノ璽イヒヲ認 メタリo

以 ヒノ如 ク嚢育上 二、染色上二又形態的二種々

ナル攣化ヲ來 タセルヲ以 テ鶏卵成分 ヲ含有セル

抗酸性菌用培地二於 テハ充分ナル加熱温度 ヲ以

テ製作 セルヲ必要 卜思考 ス。

ノ

稿 ヲ終～レニ臨 ミ、終始御懇篤ナル御指導 ト御校

閲 ヲ賜 リタル恩師寺田教授 二封 シ衷心 ヨリ感謝

ノ意ヲ表 シ、併 セ7教 室具各位 ノ御援助 二深甚

ノ謝意 ヲ表ス。 、
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